
歓

喜

光



如
末
歓
喜
の
光
明
に

我
等
が
苦
惜
は
安
ら
ぎ
て

諄
悦
法
喜
微
妙
な
る

喜
業
極
な
く
感
ず
な
り



童
日

歓
喜
光
は
感
情
を
解
腕
し
融
合
し
員
我
の
中
に
安
立
し
霊
頑
を
感
ぜ
し
む
る
光
。

宗
教
生
活
の
中
心
詰
。
自
己
に
最
も
深
密
な
る
本
證
の
心
壼
に
集
中
し
て
如
末
を
自
己
の
も
の
と
す
る
宗
教
機
能
は

心
理
活
動
中
最
も
員
随
な
る
感
情
に
あ
り
。

智
力
的
費
在
は
如
末
を
全
く
我
が
も
の
と
す
る
に
非
ず
。
正
し
く
恩
寵
が
心
情
に
親
久
し
自
己
の
血
肉
も
恩
寵
に
よ

る
精
神
生
命
と
し
て
宗
教
生
活
す
。

温
曖
と
熱
中
と
の
心
情
に
よ
り
新
鮮
な
る
活
氣
も
之
よ
り
生
じ
、
己
が
罪
悪
を
悔
ひ
苦
悶
に
耐
へ
ず
し
て
投
昴
没
入

し
、
甚
深
の
悲
壮
に
身
を
犠
牲
に
し
奉
事
す
る
如
き
は
悉
く
感
情
な
り
。
宗
教
生
活
最
も
甚
深
な
る
深
密
に
し
て
活
動

の
原
動
中
心
は
悉
く
感
情
な
り
。

感
情
信
仰
に
治
極
方
面
。

宗
教
は
解
腕
を
要
す
。
感
情
的
信
仰
に
解
腕
す
べ
き
性
能
は
苦
機
と
罪
悪
。
之
を
苦
諦
集
諦
と
云
ふ
。
人
の
天
性
は

七
一



七
二

顛
倒
の
幸
幅
主
義
に
し
て
苦
不
浄
不
自
由
無
常
な
り
。
自
己
の
天
性
に
封
し
て
主
我
幸
藉
主
義
な
り
。
世
界
は
我
に
日

的
を
達
せ
し
む
る
思
愛
な
る
も
の
と
し
、
侍
む
幸
稿
は
甚
だ
獲
が
た
し
。
身
を
快
美
の
器
と
想
ひ
世
は
幸
藉
を
典
ふ
る

も
の
と
し
、
己
が
心
意
は
常
規
な
る
も
の
と
し
、
天
則
を
我
が
自
由
な
る
も
の
と
想
ふ
。
豊
口
ら
ん
や
、
若
し
食
色
を

快
美
の
器
と
せ
ば
身
を
害
し
命
を
失
す
。
世
に
亭
受
す
る
虎
は
八
苦
競
ひ
て
幸
爾
の
目
的
を
阻
害
す
。
感
情
な
る
も
の

は
縁
に
随
ひ
て
韓
じ
、
己
に
順
ず
れ
ば
貪
り
逆
へ
ば
債
怒
。
嫉
忌
、
僑
慢
、
慣
悪
等
、
喜
怒
哀
楽
、
風
に
随
ひ
て
動
格

し
常
規
あ
る
な
し
。
自
由
あ
り
と
思
ふ
も
の
一
も
な
し
。
見
よ
己
は
天
然
に
規
定
せ
ら
れ
、
身
の
大
小
及
び
性
質
の
如

何
等
す
べ
て
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
因
果
に
約
束
せ
ら
れ
て
自
由
な
る
も
の
に
非
ず
。
然
る
を
顛
倒
し
て
自
ら
主
我
幸
稿

を
主
義
と
す
。
哀
れ
む
べ
し
。
三
苦
は
生
物
世
界
を
通
じ
て
逼
め
苦
し
め
、
八
苦
人
間
を
機
ま
す
。
三
苦
と
は
苦
々
、

壊
苦
、
行
苦
に
て
、
八
苦
と
は
生
、
老
、
病
、
死
、
哀
別
離
、
怨
慣
會
、
五
陰
盛
、
求
不
得
、
是
な
り
。

宗
教
の
解
腕
の
動
機
は
苦
を
感
知
す
る
に
あ
り
。
教
租
佛
陀
老
病
死
を
観
て
世
の
非
常
を
悟
り
、
自
己
及
び

一
切
衆

生
を
此
の
天
則
よ
り
生
死
の
開
門
を
如
何
に
腕
せ
し
め
ん
と
の
意
識
よ
り
解
腕
の
道
を
求
む
。

佛
教
修
道
の
階
級
四
聖
諦
は
初
め
に
音
を
知
り
、
集
を
断
じ
、
道
を
修
し
、
減
を
證
す
。
印
ち
苦
諦
に
音
を
知
り
し

後
に
、
集
諦
印
ち
罪
過
解
腕
の
要
を
感
ず
。
宗
教
意
識
嚢
達
し
た
る
後
に
罪
過
感
情
起
る
。
罪
過
感
情
は
義
務
道
徳
印



ち
紳
の
聖
意
と
自
己
の
我
意
行
篤
と
の
岨
掃
す
る
よ
り
生
じ
末
る
。
罪
過
感
情
は
善
を
欲
し
紳
意
に
協
合
せ
ん
と
欲
求

す
る
よ
り
起
る
。
善
を
賞
現
せ
ん
と
す
る
も
安
逸
の
篤
に
萎
靡
し
意
志
縦
逸
は
目
的
に
背
き
て
不
善
に
流
る
。

如
末
の
光
明
は
罪
悪
を
感
知
し
目
的
に
岨
嬬
す
る
よ
り
盆
々
煩
慣
を
嫌
忌
す
る
の
感
情
と
な
る
。
罪
悪
の
根
本
は
煩

僣
な
り
。
煩
慣
の
種
子
清
伏
し
顧
動
す
れ
ば
罪
悪
と
な
る
。

と

悪

苦
僣
は
人
生
に
除
く
べ
か
ら
ぎ
る
と
共
に
罪
悪
の
根
紙
な
る
煩
慣
は
人
生
に
ま
た
断
泰
す
べ
か
ら
ず
。
煩
機
裏
に
伏

し
外
に
悪
の
誘
惑
物
充
滞
す
。

天
然
の
人
に
は
苦
慣
に
封
す
る
感
情
な
き
も
、
宗
教
意
識
開
嚢
せ
し
よ
り
は
苦
は
罪
悪
の
結
果
な
る
を
識
り
、

・斯
の

宗
教
意
識
既
に
開
け
て
自
己
の
罪
の
報
と
し
て
斯
の
苦
果
は
遁
る
べ
か
ら
ざ
る
を
識
る
時
は
、
苦
に
封
す
る
感
情
よ
り

還
つ
て
罪
過
感
情
が
昂
ま
る
。
萬
劫
修
行
賓
難
績
。

一
時
煩
僣
百
千
間
。
ま
た
縦
使
千
年
受
五
欲
、増
長
地
獄
苦
○
因
、

貪
瞑
十
悪
相
績
起
、
豊
是
解
脱
涅
槃
國
。

七
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七
四

主
我
と
幸
藉
主
義
は
自
ら
解
腕
す
る
を
得
ず
。
全
く
主
我
幸
稲
は
人
生
の
幸
爾
の
篤
に
顛
倒
し
て
故
に
苦
慣

を
感

ず
。
人
性
の
員
理
を
悟
り
顛
倒
的
幸
稲
主
義
を
腕
せ
ば
理
想
に
於
て
悪
僣
解
腕
せ
ん
。

罪
過
印
煩
機
種
子
は
現
行
と
共
に
自
己
の
力
に
て
は
解
腕
す
べ
か
ら
ず
。
天
然
の
人
は
主
我
の
外
に
員
我
あ
る
を
嚢

見
す
る
こ
と
を
能
は
ず
、
故
に
主
我
を
腕
す
る
理
あ
ら
ざ
る
な
り
。

如
末
の
恩
籠
に
よ
つ
て
解
腕
す

主
我
の
世
界
と
は
苦
と
罪
悪
と
の
性
に
し
て
、
之
を
腕
せ
ん
に
は
自
己
の
機
制
我
を
超
え
た
る
員
我
、
世
界
の
根
底

た
る
絶
封
は
印
ち
如
末
な
る
を
以
て
、
是
に
精
神
依
局
を
求
む
る
に
非
れ
ば
解
腕
望
む
べ
か
ら
ず
。
機
制
我
は
罪
悪
の

伏
す
る
虚
、
世
界
は
罪
悪
の
動
機
充
満
し
て
天
然
の
我
と
世
界
と
に
解
腕
得
べ
き
理
な
し
。

機
制
我
と
超
天
然
と
の
客
澄
は
印
ち
如
来
の
員
我
に
し
て
、
絶
封
観
念
の
中
に
如
末
の
員
我
を
嚢
見
す
。
我
を
如
末

の
員
我
に
没
入
し
た
る
時
に
如
末
の
外
に
我
な
し
。
入
我
々
入
、
三
密
相
應
す
。

妄
我
を
如
末
の
智
願
海
に
没
入
し
た
る
所
、
天
地
坐
断
。
東
坂
が
如
投
水
海
中
、
如
風
中
鼓
蒙
、
生
滅
々
蓋
虎
、
便

我
典
佛
同
。



相
待
生
滅
の
世
界
を
超
え
て
絶
封
不
憂
の
如
末
に
帰
し
機
制
生
死
の
我
を
腕
し
て
無
規
の
員
我
に
融
合
す
。
こ
ゝ
に

於
て
生
死
の
源
を
断
ち
て
不
生
不
滅
の
涅
槃
に
入
り
、
罪
悪
煩
機
の
我
を
捨
て
如
末
の
目
的
な
る
大
菩
提
に
参
典
す
。

絶
封
に
依
属
せ
る
が
故
に
生
死
を
超
え
て
涅
槃
の
地
を
得
、
員
我
の
菩
提
に
帰
命
せ
る
が
故
に
道
徳
の
自
由
印
ち
自

律
を
観
念
（す
）
。

投
合
せ
し
人
の
心
情

感
情
を
宗
教
の
中
心
と
す
れ
ば
如
末
の
員
我
に
投
合
す
る
は
恩
寵
の
員
髄
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
如
来
の
恩
寵
に
よ
り

て
解
腕
す
る
信
仰
に
、
自
己
の
罪
悪
を
苦
悶
し
娑
婆
を
厭
悪
し
、
是
れ
自
己
の
力
と
此
の
世
界
の
及
ば
ざ

る
虜

な
れ

ば
、
解
腕
の
感
情
は
盆
々
切
に
し
て
、
全
心
全
力
を
以
て
我
を
如
末
に
投
帰
没
入
し
て
如
末
の
恩
寵
を
仰
ぐ
を
帰
命
と

云
ひ
、
我
を
厭
ひ
恩
寵
を
仰
ぐ
の
情
昂
進
せ
し
高
鮎
な
り
。
其
の
信
仰
の
最
高
潮
に
よ
り
て
如
末
恩
寵
と
投
合
す
る
虎

印
ち
融
合
な
り
。

其
の
心
情
三
味
紳
秘
の
状
態
は
言
語
の
及
ば
ざ
る
虎
、
融
合
紳
秘
の
心
情
は
宗
教
最
深
の
源
底
、
宗
教
生
活
の
活
氣

七
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七
六

は
是
よ
り
生
ず
。
最
も
深
逮
に
し
て
幽
玄
。

三
味
、
入
我
々
入
、
三
密
相
應
、
印
ち
静
人
合

一
の
紳
秘
的
機
能
に
よ
り
て
聖
霊
の
子
を
生
ず
。

神

人

交

感

拐
厳
に
定
光
嚢
明
し
て
明
性
深
く
入
り
、
如
来
の
氣
分
と
交
接
し
て
慈
光
を
稟
け
如
末
の
中
に
安
佳
す
。
猶
し
雙
鏡

の
光
明
相
封
す
る
に
其
中
に
妙
影
重
々
相
入
す
る
が
如
し
。
心
光
密
か
に
廻
し
て
佛
の
無
上
の
妙
浄
を
獲
。
心
中
の
妻
一

明
、
浄
瑠
璃
瓶
に
精
金
を
盛
る
が
如
、し
。
心
情
佛
と
融
合
し
如
末
の
氣
を
稟
る
こ
と
、
中
陰
の
身
自
ら
父
母
を
求
む
る

が
如
し
。
陰
信
冥
通
、
如
来
の
種
に
入
り
既
に
道
胎
に
遊
ん
で
親
し
く
覺
胤
を
奉
る
こ
と
胎
兄
の
人
相
の
快
げ
ざ
る
が

如
し
。
容
貌
佛
の
如
く
心
相
同
じ
。
身
心
合
成
日
々
増
長
し
十
身
霊
相

一
時
に
具
足
す
。
聖
霊
の
形
を
成
し
胎
を
出
で

て
親
し
く
佛
子
と
篤
つ
て
法
王
子
と
名
づ
く
。

紳
秘
融
合
紳
人
交
感
に
よ
り
て
覺
胤
を
う
く
。
聖
霊
交
感
の
心
情
を
書
喩
的
に
詮
明
し
た
る
も
の
と
す
。
安
立
は
已
¨

に
融
合
し
て
よ
り
情
操

一
員
し
従
来
の
機
制
我
に
非
ず
し
て
如
末
員
我
の
中
の
我
と
し
て
情
操
員
我
に
安
佳
す
。
日
に



生
死
の
開
門
を
超
え
て
高
く
乾
坤
を
脱
出
し
て
生
死
の
表
に
出
で
、
高
く
如
末
の
中
に
安
立
す
る
情
操
は
生
死
の
恐
る

べ
き
な
く
八
風
の
篤
に
動
か
さ
れ
ず
。

聖
経
に
佛
陀
が
如
末
の
薦
音
を
宣
ん
と
す
る
に
先
ち
で
如
末
に
融
合
安
立
せ
る
心
情
を
表
は
し
て
面
時
世
奪
諸
根
悦

豫
姿
色
清
浄
光
顔
焼
々
た
り
、
明
浄
な
る
鏡
の
影
表
裏
に
暢
る
が
如
し
と
。
如
何
な
る
境
遇
に
も
姿
色
不
憂
、
光
顔
異

る
こ
と
な
き
は
心
情
の
融
合
し
、
安
立
の
相
な
り
。

婦
命
は
感
情
、
融
合
は
心
情
、
安
立
は
情
操
に
配
す
。

七
七



七
八

感
情
的
信
仰

感
情
は
人
の
心
理
作
用
の
中
最
も
観
念
の
度
の
張
き
も
の
に
て
、
人
の
心
理
に
あ
つ
て
内
容
に
感
ず
る
度
の
深
き
も

の
。
苦
桑
憂
喜
は
皆
感
情
に
属
す
。
人
心
活
動
の
中
最
も
内
容
深
密
な
る
機
能
な
り
。
感
情
必
し
も
野
に
あ
ら
ず
。
孔

子
は
之
を
知
る
者
は
好
む
者
に
如
か
ず
、
之
を
好
む
者
は
之
を
楽
む
者
に
如
か
ず
と
。
是
知
力
に
知
り
、
意
向

に
好

む
、
感
情
に
至
つ
て
楽
し
む
。

宗
教
的
獨
特
の
精
髄
は
感
情
に
求
む
と
云
ふ
が
如
く
、
客
證
に
封
す
る
愛
慕
渇
仰
の
信
念
も
高
岱
な
る
理
想
も
、
新

鮮
な
る
活
氣
道
徳
行
篤
の
蒸
氣
力
を
嚢
し
甚
深
な
る
悲
仕
に
は
自
己
脱
却
の
勇
を
奮
ひ
、　
一
切
衆
生
の
篤
に
は
身
を
苦

毒
の
中
に
止
む
と
も
忍
ん
で
修
に
悔
じ
と
。

（腕
）世
専
念
の
勇
氣
に
は
萬
乗
を
（奮
履
）
の
如
く
に
腕
す
る
如
き
は
是
心
理
の
感
情
に
属
す
べ
き
も
の
な
り
。
心
情

宗
教
の
嚢
足
詰
は
佛
教
に
教
ふ
る
所
苦
毒
の
感
情
を
も
て
先
と
す
。
四
聖
諦
の
中
先
ず
苦
諦
を
認
め
、
次
に
苦
の
原
因



た
る
煩
慣
を
退
治
す
。

苦
毒
の
感
情
は
解
腕
宗
教
の
嚢
足
詰
た
り
と
は
、
人
は
自
ら
苦
毒
た
る
こ
と
を
認
め
ざ
れ
ば
、
之
を
解
腕
せ
ん
の
要

を
感
ず
る
な
し
。

人
の
身
澄
の
病
に
も
苦
痛
を
感
じ
て
療
治
の
要
を
感
ず
る
如
く
、
精
神
的
宗
教
に
於
て
も
又
然
り
。
苦
し
感
情
は
何

よ
り
感
ず
と
な
ら
ば
、
天
然
の
人
は
自
ら
顛
倒
し
て
、
自
己
の
身
心
土
は
腕
却
せ
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
理
性
あ
る
を
識
ら

ず
、
顛
倒
し
て
自
ら
音
を
感
ず
。
印
ち
四
顛
倒
を
根
本
と
す
、
身
は
本
杢
な
る
を
費
有
と
謂
ひ
、
亭
受
す
る
も
の
は
唯

快
楽
幸
謳
の
み
を
望
み
、
心
は
無
常
な
る
に
常
佳
と
謂
ひ
、
法
の
無
我
な
る
を
自
ら
自
在
な
り
と
謂
ひ
、
自
ら
顛
倒
し

て
主
我
幸
稲
の
み
を
追
求
め
、
名
利
権
威
求
む
る
に
随
て
○
り
。
榮
燿
快
業
は
陽
炎
の
渇
望
に
杢
し
く
苦
し
む
。
哀
む

べ
し
衆
生
快
業
主
義
幸
薦
主
義
に
常
に
滞
足
の
感
情
あ
る
な
し
。

榮
華
の
夢
久
し
か
ら
ず
幻
の
快
業
唯
愚
夫
を
惑
は
す
の
み
。
此
の
身
は
苦
の
本
加
ふ
る
に
ま
た
身
心
の
音
を
受
く
之

を
苦
と
名
づ
く
。
天
然
の
人
は
顛
倒
に
よ
つ
て
幸
謳
主
義
却
て
苦
毒
の
感
情
甚
だ
多
し
。
身
心
土
悉
く
苦
毒
の
感
あ
ら

ぎ
る
は
な
し
身
心
に
受
る
虎
憂
悲
苦
機
の
み
。
／

次
に
超
然
主
義
は
曰
く
此
三
界
印
ち
世
界
は
苦
毒
充
満
の
虎
費
に
厭
ふ
べ
し
。
世
界
は
苦
毒
な
り
怨
敵
な
り
蛇
婦
な

七
九
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り
と
、
此
世
界
を
棄
厭
す
る
こ
と
甚
し
。
身
は
空
な
り
苦
な
り
、
身
心
土
と
も
苦
毒
な
り
杢
な
り
無
常
な
り
無
我
な

り
。
此
心
身
土
を
厭
ひ
て
超
然
た
る
無
漏
の
境
に
超
入
す
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
此
苦
を
腕
す
る
能
は
ず
。

斯
の
如
き
の
身
心
土
は
根
底
よ
り
腕
却
す
る
に
非
ざ
れ
ば
音
を
腕
す
る
能
は
ず
。
無
篤
泥
恒
は
身
心
共
に
滅
し
て
初

め
て
寂
滅
篤
桑
と
は
是
小
乗
が
執
す
る
苦
毒
と
解
腕
な
り
。
同
じ
く
超
然
主
義
の
進
み
た
る
に
苦
と
は
天
然
の
衆
生
は

迷
に
”
て
音
を
感
ず
。
苦
の
腱
を
深
く
観
じ
末
れ
ば
空
な
り
幻
華
の
如
し
。
夢
の
中
に
苦
と
感
ず
、
覺
め
末
れ
ば
音
を

感
ず
べ
き
な
し
。
元
生
死
の
苦
な
し
何
の
虎
に
か
涅
槃
の
楽
を
求
め
ん
。
生
死
涅
槃
は
只
昨
夢
の
如
し
と
認
む
る
は
空

宗
の
執
す
る
庭
。
進
ん
で
生
死
の
性
元
涅
槃
常
佳
絶
封
員
心
の
農
な
り
。
こ
の
世
界
及
び
身
證
と
個
人
精
神
と
は
こ
の

絶
封
理
性
の
根
底
に
立
て
り
。
こ
の
身
心
土
に
は
共
に
脱
却
を
要
す
べ
き
素
質
を
有
せ
り
。
然
る
に
天
然
の
人
は
脱
却

の
要
を
識
ら
ず
、
故
に
自
ら
主
我
を
執
し
幸
藉
主
義
も
托
す
べ
か
ら
ぎ
る
世
界
に
托
し
、
自
ら
顛
倒
し
て
苦
毒
を
感

ず
。衆

生
は
佛
性
印
ち
阿
爾
の
理
性
を
具
す
る
と
共
に
主
我
を
執
し
快
楽
印
ち
幸
稲
主
義
賓
有
な
り
と
の
迷
あ
つ
て
、
苦

毒
の
垢
質
有
す
る
所
以
は
こ
れ
を
腕
却
の
篤
の
勇
氣
を
鼓
舞
し
こ
の
苦
毒
に
耐
忍
す
べ
き
戦
争
に
勝
利
を
得
せ
し
め
ん

篤
の
方
便
と
観
ず
る
時
は
、
音
の
感
ず
べ
き
な
し
、
何
ぞ
必
ず
し
も
世
界
を
棄
て
無
篤
界
に
超
入
す
る
を
用
ゐ
ん
。
天



然
の
人
の
主
我
執
と
幸
面
主
義
と
三
界
印
世
界
依
属
の
天
然
的
精
神
の
顛
倒
を
覺
め
末
て
観
ず
れ
ば
、
生
死
印

ち
涅

槃
、
こ
の
生
死
の
苦
毒
を
感
ず
る
感
情
を
離
れ
て
別
に
生
死
腕
落
の
阿
蒲
の
中
な
る
員
我
の
心
性
あ
ら
ん
。

苦
毒
の
感
情
な
け
れ
ば
腕
苦
専
念
の
勇
猛
を
生
ず
る
な
し
。
ま
た
一
切
を
度
せ
ん
篤
に
は
、
忍
修
不
悔
の
悲
壮
の
甚

深
な
る
感
動
を
生
ず
る
な
し
。

一
切
亭
受
す
る
虎
に
常
に
情
を
充
し
め
ば
、
世
界
の
依
属
を
腕
却
し
て
大
我
の
中
に
超

入
す
べ
き
動
機
な
か
ら
ん
。
苦
中
の
耐
忍
に
よ
り
て
剛
毅
を
き
た
え
憂
怖
に
よ
り
て
無
生
忍
の
必
要
を
感
じ
、
天
然
の

身
心
土
を
腕
し
て
阿
爾
の
中
な
る
自
己
た
る
こ
と
を
感
ぜ
ば
苦
毒
即
ち
員
正
の
霊
稲
た
る
を
感
ぜ
ん
。
世
に
苦
毒
の
感

情
な
か
り
せ
ば
健
士
印
ち
菩
薩
の
理
想
的
活
動
す
べ
き
材
料
な
か
ら
ん
。
苦
あ
つ
て
始
め
て
菩
薩
の
利
他
大
慈
悲
の
便

値
顧
は
る
。

一
切
衆
生
の
苦
毒
は
之
大
悲
の
菩
薩
を
養
成
す
る
庭
の
資
本
、
阿
爾
の
恩
寵
を
荘
厳
す
る
虎
の
金
箔
と
い

は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

惜

　

罪

過

感

情

衆
生
に
苦
毒
の
感
情
の
因
と
な
る
罪
過
衝
動
た
る
煩
僣
な
る
悪
賊
あ
り
て
道
徳
を
害
す
。
菩
提
心
嚢
現
す
れ
ば
自
己

八
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の
苦
毒
は
忍
ぶ
べ
く
も
道
徳
に
阻
害
す
る
煩
僣
こ
そ
力
を
颯
し
て
之
を
腕
却
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

貪
戻
怪
倍
瞑
恙
愚
痴
僑
慢
嫉
忌
恨
戻
覆
僣
苦
等
が
内
に
あ
つ
て
縁
に
歴
れ
境
に
封
し
て
や
や
も
す
れ
ば
嚢
動
し
て
自

ら
害
し
且
つ
他
を
害
し
、
外
に
六
賊
あ
り
て
内
面
の
徳
義
を
害
せ
だ
と
す
。
如
此
の
煩
僣
と
罪
悪
と
は
ま
た
宗
教
道
徳

〓的
情
操
嚢
せ
ざ
る
程
は
未
だ
苦
悶
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
、
日
に
菩
提
心
嚢
し
ぬ
れ
ば
内
に
菩
提
心
の
光
あ
り
て
之
を

一反
照
す
る
と
き
は
忍
び
難
く
い
か
ゞ
せ
ば
斯
の
如
き
罪
悪
を
降
伏
す
べ
き
や
と
。

罪
過
感
情
に
於
て
も
、
天
然
の
人
は
罪
過
は
苦
毒
の
如
く
に
感
ず
る
も
の
に
非
ず
。
菩
提
心
嚢
さ
ゞ
る
程
は
罪
過
を

熊
す
光
薄
け
れ
ば
さ
ほ
ど
に
感
ず
る
も
の
に
非
ず
。

超
然
主
義

此
煩
憎
に
封
し
小
乗
の
馨
聞
等
は
主
観
的
の
も
の
と
感
じ
、
人
は
三
界
生
死
の
苦
は
見
思
の
煩
僣
に
よ
り
、
煩
機
の

因
を
断
ぜ
ざ
る
よ
り
は
煩
僣
の
水
源
を
杜
ぐ
な
し
。
意
志
を
断
ず
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
煩
機
を
断
ず
る
能
は
ず
。
自
己

の
音
を
腕
せ
ん
が
篤
に
自
ら
罪
悪
の
源
を
杜
ぐ
。
而
し
て
煩
僣
は
賞
に
煩
ひ
悩
な
り
賞
に
断
滅
す
べ
し
と
。

次
に
大
乗
杢
宗
に
は
煩
僣
印
ち
罪
悪
も
苦
と
同
じ
く
、
煩
機
本
よ
り
虚
妄
に
し
て
昨
夢
の
如
し
。
夢
の
中
に
人
を
殺

す
加
害
者
も
被
害
者
も
共
に
夢
な
り
、
何
の
庭
に
罪
あ
ら
ん
と
は
、
超
然
主
義
の
罪
過
に
封
す
る
解
な
り
。



今
は
、
衆
生
煩
憫
の
本
證
を
能
く
推
窮
む
る
時
は
印
ち
是
菩
提
の
性
な
り
。
天
然
の
人
は
自
ら
惑
ふ
て
菩
提
を
以
て

煩
慣
と
篤
す
。
阿
爾
に
封
し
罪
過
甚
だ
深
重
な
り
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
一
々
の
煩
僣
を
韓
ず
れ
ば
印
ち
菩
提
な
り
。

吾
人
は
阿
爾
の
理
性
を
具
有
し
つ
ゝ
、
自
ら
愚
に
煩
機
の
奴
隷
と
な
ら
ば
、
理
性
を
統

一
せ
る
阿
爾
に
封
し
て
犯
罪
者

た
り
。
天
然
人
の
如
き
他
律
的
の
世
間
の
律
法
の
制
裁
に
封
す
る
罪
筒
軽
し
。
自
己
の
理
性
を
統
婿
せ
る
阿
爾
に
封
す

る
罪
甚
だ
重
し
。
自
己
内
面
の
阿
蒲
の
聖
意
を
漬
す
罪
深
し
。
阿
蒲
の
理
性
た
る
菩
提
を
自
ら
惑
ふ
て
煩
僣
と
篤
す
。

天
然
の
人
は
感
覺
欲
印
ち
色
欲
の
如
き
聖
賢
を
愛
し
道
徳
を
愛
す
る
の
誤
用
な
り
。
我
慾
韓
ず
る
時
は
度
衆
生
利
物
の

欲
望
と
成
ら
ん
。
何
ぞ
非
理
の
憤
怒
の
勢
力
を
己
が
不
正
を
断
伏
す
る
に
用
ゐ
ざ
る
。
何
ぞ
砕
怠
を
罪
悪

に
用
ひ
ざ

る
。
煩
僣
印
菩
提
、
汝
は
貪
瞑
の
心
性
を
断
除
し
て
菩
提
を
欲
望
し
正
義
を
衛
る
の
意
志
あ
ら
ん
、
貪
て
飽
く
こ
と
な

か
れ
。
上
求
菩
提
下
化
衆
生
。
奮
激
し
て
怒
せ
よ
自
己
の
断
惑
の
篤
に
。
印
ち
知
る
煩
僣
印
菩
提
な
り
と
。

苦
毒
と
煩
惜
と
の
開
係

苦
諦
は
果
に
し
て
煩
僣
業
部
罪
悪
は
苦
因
な
り
と
は
是
迷
界
因
果
律
な
り
と
。
必
し
も
因
果
と
云
へ
ば
、
時
間
的
に

八
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貪
欲
に
貧
の
苦
果
、
殺
盗
に
短
命
貧
窮
の
苦
報
の
如
き
の
関
係
は
證
明
せ
ざ
る
も
、
貪
欲
主
我
に
は
精
神
的
貧
苦
逼
ら

れ
、
瞑
恙
家
は
自
己
の
胸
中
の
獄
火
に
僣
害
せ
ら
れ
、
殺
生
倫
盗
邪
涯
も
良
心
の
苦
悶
は
決
し
て
兎
れ
能
は
ず
。
貪
瞑

痴
慢
等
の
如
き
僣
は
是
苦
機
の
元
因
た
る
こ
と
は
否
定
す
べ
か
ら
ず
。

婦
す
る
虎

一
切
の
音
苦
壊
苦
等
も
皆
之
を
苦
と
感
ず
る
は
元
煩
機
に
よ
る
。
惑
は
顛
倒
よ
り
主
我
と
幸
稲
主
義
た
り

幸
謳
主
義
は
決
し
て
満
足
の
感
情
を
安
立
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
な
り
。
人
は
苦
毒
を
厭
ひ
て
之
を
離
れ
ん
と
欲
す

る
も
、
生
の
苦
悩
は
苦
の
元
因
た
る
煩
僣
を
脱
却
す
る
に
非
ざ
れ
ば
決
し
て
離
る
ヽ
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
病
を
癒
す

に
非
ざ
れ
ば
苦
熱
は
除
き
難
く
人
に
は
煩
僣
の
病
よ
り
す
べ
て
の
音
機
の
熱
を
嚢
す
。
煩
機
の
源
動
た
る
主
我
は
肉
に

よ
り
主
我
衝
動
よ
り

一
切
の
煩
僣
を
嚢
し
、
こ
の
主
我
と
幸
幅
主
義
の
惑
あ
ら
ん
、
六
塵
境
に
封
し
縁
に
ふ
れ
思
は
ず

も
罪
に
堕
る
。

自

ら

苦

悶

す

い
か
ゞ
せ
ん
天
然
の
人
自
ら
苦
慣
を
去
り
罪
過
を
腕
せ
ん
と
欲
す
る
も
自
己
の
力
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
惑
業
の
薪
あ



ら
ん
限
り
は
煩
機
の
熱
火
治
滅
し
が
た
し
。
導
師
曰
く
、
高
徳
修
行
賞
難
績
、　
一
時
煩
僣
百
千
交
、
若
待
娑
婆
證
法

忍
、
六
道
恒
沙
劫
未
期
、
貪
瞑
印
是
輪
同
業
、
煩
僣
豊
是
菩
提
因
、
此
貪
瞑
火
焼
音
を
験
す
る
に
、
去
つ
て
爾
陀
國
に

入
ら
ん
に
は
如
か
ず
。

一
食
の
時
筒
餘
あ
り
、
如
何
萬
劫
貪
瞑
せ
ざ
ら
ん
、
貪
瞑
は
人
天
の
路
を
障
ふ
、
三
悪
四
趣
内
に
身
を
安
く
。

若
し
娑
婆
の
證
法
忍
は
、
娑
婆
に
は
印
世
界
依
属
の
主
我
、
主
我
に
て
は
と
て
も
罪
過
と
煩
僣
と
は
離
る
ヽ
こ
と
能

は
ざ
る
べ
し
。
主
我
と
幸
謳
主
義
は
如
何
に
し
て
も
苦
毒
と
煩
僣
と
は
腕
す
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
、
こ
の
自
己
精
神
の
立

脚
地
印
ち
主
我
を
韓
ず
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
離
腕
の
道
な
か
る
べ
し
。
人
に
は
之
を
腕
離
す
べ
き
理
性
の
精
神
と
絶
封

精
紳
と
の
性
能
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
員
理
に
依
る
に
あ
ら
ぎ
る
よ
り
は
決
し
て
自
己
の
力
の
能
は
ざ
る
虎
。

阿
爾
に
依
つ
て
解
腕

身
心
土
に
於
て
腕
却
韓
依
す
べ
き
理
性
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
主
我
心
、
快
業
主
義
、
身
は
賞
有
、
天
然
顛

倒

な

り
。
主
我
は
韓
依
す
べ
き
理
性
あ
る
を
識
ら
ず
。
世
界
は
畢
党
し
て
依
属
す
べ
き
に
非
ざ
る
こ
と
を
悟
う
ず
。
い
か
ゞ

八
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せ
ん
煩
惜
と
苦
毒
と
は
是
衆
生
の
顛
倒
よ
り
起
る
。
所
謂
賓
有
に
非
ざ
る
身
を
賞
有
と
謂
ひ
、
幸
稲
快
業
を
受
く
と
謂

ひ
、
主
我
を
計
し
常
住
と
謂
ひ
、
依
属
に
耐
乗
ざ
る
世
界
に
依
周
し
、
自
己
の
顛
倒
い
か
ゞ
せ
ん
腕
せ
ん
と
欲
す
る
も

惑
除
き
難
し
、
覺
せ
ん
と
欲
す
る
も
顛
倒
さ
め
が
た
し
。
顛
倒
以
て
自
己
の
心
と
し
、
衆
物
素
も
て
身
と
し
、
有
篤
の

世
界
に
依
属
し
た
る
身
の
果
報
之
を
韓
依
す
る
に
如
か
じ
。
韓
依
と
は
こ
の
天
然
の
身
と
心
と
世
界
と
に
、
こ
の
主
我

を
超
え
天
然
を
超
て
、
絶
封
の
阿
爾
の
員
我
の
中
に
員
の
自
由
を
求
む
。
所
謂
肉
園
心
に
あ
ら
ず
天
然
の
頼
耶
を
超

へ
、
絶
封
な
る
員
紳
印
ち
阿
爾
の
中
な
る
自
己
な
る
こ
と
を
嚢
見
し
絶
封
無
限
の
自
己
な
る
こ
と
を
意
識
し
、
拐
厳
に

所
謂
肉
園
心
を
腕
し
頼
耶
を
越
て
、
超
然
と
し
て
獨
朗
天
員
阿
爾
の
心
證
現
前
、
自
己
同

一
の
心
證
現
前
す
る
時
、
印

ち
十
方
微
塵
刹
土
も
員
心
中
の
一
分
た
る
を
、
従
前
の
我
を
無
限
の
中
に
投
じ
無
限
の
恩
寵
こ
ゝ
に
顧
は
れ
、
入
我
々

入
、
肉
園
身
の
自
己
を
阿
爾
の
無
限
の
員
我
の
中
に
投
じ
、
此
時
に
従
前
の
自
己
は
主
我
を
腕
し
、
東
坂
の
所
謂
、
巳

に
一
念
よ
り
生
じ
又
一
念
よ
り
滅
す
、
生
滅
の
主
我
滅
泰
時
、
印
ち
我
佛
の
大
園
覺
と
同
じ
い
水
を
大
海
に
投
ず
る
が

如
く
、
風
中
に
東
を
鼓
す
る
が
如
く
、
轟
笙
界
に
自
己
を
求
む
る
に
自
己
な
し
、
身
心
腕
落
し
て
洞
然
蕩
々
巳
に
絶
封

の
中
に
亡
じ
て
、
長
く
三
界
の
苦
輪
を
離
れ
、
忽
ち
大
我
の
中
に
活
眼
を
開
く
、
十
方
を
観
見
す
れ
ば
曾
て
依
属
し
末

り
し
世
界

一
切
微
塵
の
利
土
は
還
て
是
員
我
の
中
の
塵
々
な
る
を
覺
ゆ
。



巴
に
阿
爾
の
中
た
る
自
己
た
る
こ
と
を
意
識
し
て
主
我
亡
じ
た
る
も
、
夫
れ
の
み
に
し
て
は
未
だ
阿
爾
の
中
に
活
動

す
る
に
非
れ
ば
未
だ
更
生
し
た
る
聖
子
に
あ
ら
ず
。

八
七
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法

童
口

諄

悦

聖
典
に
如
末
の
光
明
は
遍
ね
く
十
方
の
世
界
を
照
し
て
念
佛
の
衆
生
を
据
取
し
て
捨
て
給
は
ず
と
。

意
は
如
末
の
光
明
は
普
遍
に
照
し
亘
れ
ど
も
、
殊
に
如
末
を
念
ず
る
人
に
御
心
が
感
應
融
合
し
て
婿
受
し
下
さ
る
と

云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
善
導
大
師
は
此
意
を
衆
生
行
を
起
し
て
日
に
佛
を
稀
ふ
れ
ば
佛
印
ち
之
を
聞
き
給
ひ
、
身
に
濃
敬

す
れ
ば
佛
印
ち
之
を
見
給
ふ
。
心
常
に
佛
を
念
ず
れ
ば
佛
印
ち
之
を
知
り
給
ふ
。
衆
生
佛
を
憶
念
す
れ
ば
佛
も
ま
た
衆

生
を
億
念
し
給
ふ
。
彼
此
の
三
業
相
捨
離
せ
ず
故
に
親
縁
と
名
づ
く
。
如
末
は
私
共
の
大
御
親
に
て
私
共
は
其
の
子
で

あ
る
。
親
と
子
と
の
心
の
融
合
し
て
、
而
し
て
如
来
の
張
き
力
に
て
私
共
の
盤
を
育
て
ゝ
霊
化
し
て
下
さ
る
の
で
あ

２０
。さ

て
大
御
親
に
常
に
衆
生
を
救
ひ
下
さ
る
慈
悲
の
光
あ
る
な
ら
ば
何
故
に
私
共
に
分
ら
ぬ
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
疑
が

起
る
。
そ
は
肉
護
で
も
赤
子
が
初
の
程
は
母
親
の
容
（か
↓
が
見
え
ぬ
の
で
あ
る
が
漸
に
形
澄
が
嚢
育
に
随
つ
て
母
の
容

を
見
て
悦
ぶ
や
う
に
な
る
も
の
で
、
又
私
共
の
内
饉
も
初
母
の
乳
に
て
　

，
養
は
れ
て
成
長
す
る
と
同
じ
く
心
霊
も
矢
張
り



同
じ
形
式
に
信
仰
心
が
育
つ
て
行
く
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
い
か
に
し
て
信
仰
心
が
出
来
ま
た
そ
だ
つ
で
有
ら
う
。
そ
は
赤
子
が
初
め
て
産
馨
を
揚
げ
た
時
に
は
母
の
容

は
見
え
ね
ど
も
、
晴
く
音
を
使
り
に
母
の
方
か
ら
乳
房
を
含
ま
し
て
く
れ
る
乳
を
呑
む
か
ら
次
第
に
成
長
す
る
。
私
共

の
心
霊
も
光
明
名
琥
の
員
理
を
聞
き
、
如
末
は
全
く
私
の
霊
の
御
親
で
あ
る
と
確
か
と
自
覺
し
た
時
は
、
恰
ど
盤
の
子

が
生
れ
た
の
で
、
員
か
ら
稀
名
の
馨
が
嚢
す
る
様
に
篤
つ
た
の
が
心
霊
の
産
馨
で
あ
る
。
名
は
稀
ふ
れ
、
ま
だ
如
末
の

慈
悲
の
御
顔
は
寿
め
ぬ
け
れ
ど
も
、
稀
名
の
馨
す
る
虎
に
大
御
親
の
霊
の
乳
は
典
へ
て
下
さ
る
の
で
あ
る
。
念
佛
心
に

心
光
の
乳
は
感
受
る
の
で
、
そ
れ
が
盤
を
養
ふ
の
で
あ
る
。
如
末
を
念
じ
て
止
ま
ざ

る
時
は
、
心
盤
が
盆
々
嚢
達
し

て
慈
悲
の
温
容
を
寿
め
る
や
う
に
な
れ
る
。
ま
た
常
に
御
慈
悲
の
懐
の
中
に
安
住
し
つ
ゝ
あ
る
身
で
あ
る
と
想
は
る

Ｌ（。如
末
の
恩
寵
に
信
仰
心
も
育
て
ら
れ
、
何
時
も
懐
し
い
親
様
と
寝
て
も
籍
め
て
も
共
に
在
つ
て
離
れ
ぬ
様
に
想
は
れ

る
。
そ
う
す
る
と
此
の
蒻
き
私
共
の
心
の
生
活
に
い
か
に
力
を
得
る
か
量
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
而
し
て
肉
澄
も
命
の
あ
る
限

り
は
日
々
の
食
糧
な
く
て
は
か
な
は
ぬ
如
く
、
心
霊
の
信
仰
の
命
も
霊
の
食
物
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

一
心
に
念

佛
し
て
如
末
の
恩
寵
を
被
む
る
、
然
す
る
と
霊
感
を
え
て
常
に
霊
が
養
は
る
ゝ
の
で
あ
る
。
心
霊
の
法
味
印
ち
信
仰
心

八
九
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に
感
受
る
糧
に
二
種
に
分
つ
て
見
る
と
、　
一
は
法
喜
と
云
ひ
、　
一
を
藤
悦
と
云
ふ
。

法
喜
を
得
れ
ば
ど
う
い
ふ
感
じ
が
す
る
と
な
ら
ば
、
員
に
信
心
が
成
熟
し
て
霊
が
開
嚢
し
た
る
上
は
、
従
来
と
は
心

機

一
韓
し
て
霊
の
暁
と
な
り
、
夫
か
ら
は
氣
分
は
快
廓
浩
蕩

（ゆ
た
か
に
ひ
ろ
び
ろ
）
し
て
天
地
も

一
興
し
た
様
に
思

は
れ
、
温
曖
な
る
和
氣
に
麗
は
し
く
櫻
花
の
笑
め
る
如
く
霊
氣
の
こ
め
た
る
中
に
心
の
花
開
き
て
常
磐
の
春
の
長
閑
な

る
氣
分
と
な
る
を
法
喜
と
云
ふ
。

次
に
憚
悦
と
云
ふ
の
は
ま
た
三
味
架
と
も
云
ふ
。
こ
れ
は

一
心
に
念
佛
し
て
無
我
の
境
に
入
る
と
、
如
末
の
恩
寵
と

自
我
と
が
紳
秘
的
に
融
合
す
る
。
こ
の
時
の
得
も
云
は
れ
ぬ
悦
架
を
感
ず
る
時
の
霊
味
で
あ
る
。
法
喜
も
藤
悦
と
同
じ

く
宗
教
心
に
感
じ
得
ら
る
ゝ
妙
味
で
、
紳
（モ
こ
を
養
な
ひ
心
を
快
活
に
し
、
ま
た
心
ひ
ろ
く
澄
ゆ
た
か
に
な
ら
し
む
る
・

感
情
上
の
興
感
で
あ
る
。

生
命
の
あ
る
活
け
る
信
仰
は
か
ゝ
る
微
妙
の
味
ひ
を
以
て
養
は
る
ゝ
が
故
に
、
活
動
の
原
動
力
と
も
成

る

の
で
あ
´

る
。
世
の
人
、
肉
饉
に
は
和
洋
の
料
理
に
美
を
味
ひ
口
腹
を
恣
に
す
る
も
、
心
霊
に
極
り
な
き
霊
味
を
感
ず
る
な
き
篤

に
終
身
肉
の
奴
隷
た
る
こ
と
を
見
れ
ぬ
者
が
多
い
の
で
あ
る
。

か
か
る
妙
味
を
以
て
心
霊
を
養
ふ
霊
的
生
活
に
入
る
は
い
か
に
幸
面
で
あ
り
ま
せ
う
。
賞
に
斯
様
な
生
活
に
入
る
に



非
ざ
れ
ば
、
員
に
人
間
の
身
を
受
け
し
か
い
は
な
い
と
私
共
は
信
じ
ま
す
。

み
な
さ
ん
よ
。
自
己
の
心
霊
が
如
何
な
る
聖
き
食
を
以
て
養
は
れ
つ
ゝ
あ
る
か
を
省
み
給

へ
。
賞
に
日
に
三
度
の
食

よ
り
は
筒
奪
き
霊
の
糧
を
求
め
て
心
霊
を
養
ひ
、
清
き
生
命
と
な
り
、
今
此
の
現
世
を
通
じ
て
永
遠
の
生
命
を
保
ち
、

清
き
御
國
の
人
と
な
ら
れ
ん
こ
と
を
御
勘
め
申
し
ま
す
。

一ユロ

法
喜
は
法
悦
と
も
云
ふ
。
是
は
日
に
信
仰
の
生
活
に
入
り
し
人
の
感
情
的
の
心
理
状
態
で
あ
る
。
人
は
心
霊
開
嚢
す

る
時
は
心
機

一
興
し
、
未
開
の
人
は
心
の
生
理
的
の
機
定
に
閉
塞
せ
ら
れ
て
自
然
に
不
要
藉
の
状
態
で
あ
る
。
未
開
の

心
理
は
恰
も
開
く
べ
き
花
が
未
だ
開
け
ざ
る
時
の
如
く
に
、
苦
慮
す
る
の
因
も
な
き
に
苦
慮
し
、
恰
も
味
蒙
素
朴
の
人

は
貴
人
に
封
す
る
時
は
俗
に
云
ふ
ハ
ニ
カ
ム
と
云
ふ
如
く
に
、
大
な
る
如
末
の
中
に
在
り
な
が
ら
紳
心
は
開
妻
意
解
せ

ぎ
る
は
是
常
人
の
自
然
な
り
。
人
は
霊
性
具
有
す
れ
共
開
嚢
顧
動
せ
ざ
る
間
は
例
へ
ば
金
剛
石
の
未
だ
琢
磨
せ
ざ
る
時

の
如
く
に
不
霊
謳
の
状
態
で
あ
る
。
若
し
人

一
度
念
佛
三
味
の
功
果
と
し
て
心
霊
が
融
化
す
る
時
は
、
心
情
の
状
態
が

九
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不
和
に
心
寛
く
饉
勝
か
に
、
狭
き

一
室
に
閉
塞
せ
ら
れ
た
る
人
が
廣
き
天
地
に
開
か
れ
た
る
如
く
、
盤
的
氣
分
が
内
に

充
ち
如
東
大
慈
の
光
明
の
裡
に
あ
る
状
態
恰
も
陽
春
和
氣
に
花
開
き
麗
は
し
き
を
塁
し
穣
郁
と
し
て
香
を
流
す
が
如

く
、
歓
喜
内
に
満
ち
霊
感
極
ま
り
な
し
。
此
霊
的
氣
分
を
法
悦
と
云
ふ
。

常
に
不
和
に
斯
の
如
東
大
慈
光
明
裡
に
生
息
す
る
心
は
歎
天
喜
地
常
盤
の
春
永
へ
に
霊
感
極
り
な
き
を
感
ず
。
日
に

開
嚢
す
る
時
は
心
情
自
己
が
霊
稲
態
と
成
り
し
人
な
れ
ば
此
心
情
を
以
て
萬
物
に
待
せ
ば
萬
物
皆
悦
を
以
て
我
を
迎

へ
、
鳥
歌
ひ
花
舞
ひ
、
同
じ
花
月
を
眺
む
る
に
も
自
己
の
心
の
霊
妙
態
と
篤
り
た
れ
ば
、
花
も
開
く
希
有
の
色
、
月
も

員
如
の
光
を
放
ち
、
萬
境
悉
く
霊
象
な
ら
ぎ
る
は
な
し
。
若
し
髪
に
至
つ
て
澤
奪
が
自
己
の
霊
的
経
験
よ
り
證
明
な
さ

れ
た
経
、
例
へ
ば
阿
爾
陀
経
に
彼
佛
の
國
土
に
は
常
に
天
業
を
作
す
、
黄
金
を
地
と
篤
し
、
書
夜
六
時
に
曼
奈
羅
華
を

雨
ら
す
、
等
の
文
々
句
々
悉
く
自
己
の
要
が
共
鳴
し
て
浄
土
の
業
地
自
己
の
心
に
賞
感
じ
顧
現
す
。
故
に
自
己
の
霊
性

活
動
し
末
つ
て
浄
上
の
経
典
を
播
く
時
は
、
経
の
文
々
句
々
悉
く
活
き
た
る
浄
土
の
荘
厳
が
自
己
心
眼
の
前
に
賞
現
し

末
り
て
、
昔
敷
千
年
前
の
説
法
は
我
眼
前
の
霊
境
界
と
な
る
。

亦
人
は
例
へ
ば
人
の
非
常
に
歎
業
を
感
ず
べ
き
境
に
臨
ん
で
も
内
心
に
悶
ゆ
る
時
は
歎
業
を
感
ぜ
ざ
る
如
き
、
経
に

謂
ゆ
る
昏
朦
閉
塞
し
て
愚
惑
に
覆
わ
れ
、
悪
氣
窃
冥
に
し
て
妄
に
事
を
興
す
と
は
、
是
壕
味
な
る
人
の
心
理
状
態
で
あ



る
。
経
に
無
量
壽
佛
が
七
賓
の
講
堂
に
於
て
大
衆
の
篤
に
法
を
宣
給
ふ
時
に
道
教
を
宣
暢
し
歓
喜
せ
ざ
る
な
し
、
心
解

得
道
し
歓
喜
無
量
、
印
時
に
四
方
よ
り
自
然
に
風
起
て
普
く
賓
樹
を
吹
い
て
五
吾
彗
を
出
し
。
無
量
の
妙
花
を
雨
し
て

風
に
随
つ
て
周
偏
す
自
然
の
供
養
是
の
如
く
絶
へ
ず
、　
一
切
の
諸
天
皆
天
上
百
千
華
香
萬
種
の
伎
架
を
齋
し
て
其
佛
及

び
諸
の
菩
薩
馨
聞
大
衆
を
供
養
す
、
普
ね
く
花
香
を
散
し
、
諸
の
音
楽
を
奏
し
、
前
後
に
末
往
し
て
更

る
ノ
ヽ
相
開

避
す
。
斯
の
時
に
営
つ
て
熙
恰
快
桑
勝
へ
て
言
ふ
べ
か
ら
ず
と
。
斯
の
如
き
の
文
字
も
若
し
能
く
自
己
・の
霊
性
開。
け
末

つ
て
看
る
時
は
決
し
て
形
容
の
詞
に
あ
ら
ず
し
て
全
く
高
等
な
る
宗
教
心
の
賞
感
す
べ
き
霊
境
な
り
。

自
己
に
歎
喜
光
が
自
己
の
心
情
中
に
融
化
す
る
時
は
澤
奪
賞
験
の
説
の
如
き
は
責
に
唯
共
鳴
す
る
の
外
は
あ
ら
ず
し

て
自
己
の
霊
心
に
現
前
す
る
機
會
な
ら
ぎ
る
は
な
い
。
ま
た
唯
佛
陀
心
霊
賓
験
の
談
を
以
て
自
己
の
霊
性
の
感
鳴
す
る

の
み
に
非
ず
、
宇
宙

一
切
萬
有
悉
く
如
末
の
法
身
の
顧
現
に
し
て
何
か
は
法
悦
の
感
を
動
す
機
會
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

部
に
も
都
に
も
、
例
へ
ば
人
が
自
己
胸
中
に
一
物
な
く
、
萬
物
見
る
物
聞
く
物
と
し
て
業
か
ら
ざ
る
は
な
し
と
云
ふ

に
、
架
し
み
は
人
間
の
造
り
た
る
大
都
會
の
中
に
演
出
す
る
快
業
も
ま
た
す
べ
て
都
會
の
娯
果
は
多
く
は
人
工
的
で
あ

る
、
廓
大
な
る
建
物
の
中
に
限
を
眩
量
し
耳
を
悦
ば
し
む
る
も
の
を
以
て
人
に
歎
業
を
典
ふ
。
然
る
に
田
舎
山
村
僻
邑

の
地
に
至
れ
ば
山
に
水
に
自
然
の
美
天
然
の
風
致
ま
た
人
工
の
及
ば
ざ
る
趣
味
あ
り
此
中
に
亦
自
然
の
楽
あ
り
。

九
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然
る
が
如
く
浄
上
の
一
切
五
妙
境
界
の
美
観
は
佛
智
所
成
の
顧
現
に
し
て
其
美
微
妙
奇
麗
な
る
亦
言
思
に
絶
し
た
り

然
れ
ど
も
娑
婆
の
自
然
の
風
致
は
是
法
身
の
顧
現
に
し
て
、　
一
切
萬
物
の
中
に
自
然
界
を
な
し
風
趣
を
供
ふ
な
り
。
是

恰
も
田
舎
の
如
く
、
若
し
夫
れ
自
己
の
心
霊
開
嚢
し
爾
陀
の
霊
に
醒
む
る
時
は
、
娑
婆
は
娑
婆
と
し
て
の
法
悦
を
感
ず

べ
き
萬
境
な
り
。
浄
土
は
浄
土
と
し
て
五
妙
境
界
の
微
妙
荘
厳
な
ら
ざ
る
な
し
。
此
ら
は
す
べ
て
法
悦
の
状
態
と
す
。

三
味
業
と
も
云
ふ
、
心
静
な
る
定
中
に
深
く
内
的
霊
感
の
感
情
に
於
て
感
ず
る
心
状
。
定
中
の
微
妙
な
る
喜
業
を
感

ず
之
を
藤
悦
と
い
ふ
。
藤
定
に
入
る
時
は
初
め
種
々
の
覺
観
が
交
々
現
前
し
て
、
心
境
冥
合
し
難
し
、
漸
々
心
が
微
に

入
り
細
に
動
き
徐
々
と
進
行
す
る
時
は
、
種
々
の
覺
が
生
ず
。
覺
と
は
定
中
の
角
相
の
念
に
し
て
、́
爾
陀
を
念
す
る
に

粥
陀
を
専
ら
思
想
観
察
す
る
角
念
な
り
。
印
ち
想
像
を
以
て
爾
陀
を
念
ず
る
な
り
。
観
と
は
徐
ろ
に
微
に
入
り
細
に
亘

り
て
爾
陀
を
念
す
る
に
在
る
が
如
き
、
（註
　
以
下
断
絶
）

諄



蹄
命
　
融
合
　
安
立

婦
命

昴
命
融
合
安
立
の
相
を
明
さ
ん
に
、
衆
生
は
天
然
の
主
我
に
は
、
煩
悩
深
う
し
て
底
な
く
、
生
死
の
海
邊
ヶ
な
し
、

音
を
渡
る
の
舟
未
だ
立
せ
ず
、
云
何
ぞ
業
で
睡
眠
せ
ん
、
勇
猛
に
つ
と
め
精
進
し
、
心
を
婿
し
て
常
に
藤
に
在
れ
。
云

何
せ
ん
、
天
を
仰
ぐ
も
地
を
俯
す
も
、
悪
魔
の
充
満
せ
ざ
る
な
く
、
内
に
は
煩
機
五
陰
の
魔
除
あ
り
て
内
面
の
理
性
を

障
り
、
之
を
解
腕
せ
ん
と
す
る
も
、
と
て
も
自
己
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
非
ず
。
苦
悶
内
に
充
ち
遁
れ
ん
と
す
る
所
な

く
、
解
腕
い
か
ん
が
あ
ら
ん
。
自
己
の
心
に
問
う
も
心
は
是
顛
倒
迷
乱
し
て
主
我
を
執
し
、
身
に
托
せ
ん
と
す
る
も
身

は
是
四
大
元
素
の
化
合
物
。
世
界
は
是
依
他
規
定
、
天
地

一
切
の
虎
に
自
由
の
所
を
求
む
る
所
な
し
。

唯
有
る
は
阿
爾
絶
封
員
我
、
是
世
界
萬
物
の
根
底
、
ま
た
一
切
の
帰
趣
す
る
虎
。
阿
爾
に
向
つ
て
投
帰
す
る
に
非
る

よ
り
は
解
腕
の
道
な
し
。

此
天
然
の
身
心
土
は
共
に
依
属
す
べ
か
ら
ず
。
超
然
と
し
て
絶
封
に
帰
入
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。九

五



九
六

昴
命
の
感
情
を
導
師
観
経
疏
に
、
章
夫
人
に
寄
せ
て
昴
命
の
心
情
を
露
は
せ
り
。
夫
人
自
身
の
音
に
遇
つ
て
世
の
非

常
を
○
〇
六
道
自
然
に
安
心
の
地
有
る
こ
と
な
し
。
此
に
佛
浄
上
の
無
生
を
説
き
給
ふ
を
聞
い
て
薇
身
を
捨
て
彼
の
無

篤
の
業
を
證
せ
ん
こ
と
を
求
む
。
夫
人
員
心
徹
到
し
て
苦
の
娑
婆
を
厭
ひ
○
の
無
篤
を
欣
ふ
て
永
く
常
架
に
帰
せ
ん
と

す
。
但
し
無
篤
の
境
に
は
軽
雨
と
し
て
階
る
べ
か
ら
ず
、
苦
僣
娑
婆
は
輛
然
と
し
て
離
る
ヽ
こ
と
を
得
る
に
由
な
し
。

金
剛
の
志
を
嚢
す
る
に
非
る
よ
り
は
、
永
く
生
死
の
元
を
絶
ん
や
。
若
し
親
し
く
慈
奪
に
○
に
あ
ら
ず
ば
、
何
ぞ
能
く

此
長
夜
を
見
れ
ん
。

此
文
意
は
、
こ
の
身
と
世
界
と
を
客
観
的
に
離
る
る
こ
と
を
欣
ふ
如
く
な
る
も
、
其
賓
、
主
観
的
に
し
て
、
故
に
程

な
く
投
命
し
て
無
生
忍
を
悟
れ
り
。

今
の
文
は
昴
命
の
情
を
表
す
る
の
み
。
斯
く
自
己
及
び
世
界
依
属
を
捨
て
ゝ
絶
封
阿
蒲
の
智
願
海
に
自
己
の
一
身
を

投
じ
、
主
我
を
員
我
の
中
に
帰
命
す
る
と
、
忽
爾
と
亡
ず
、
香
燎

一
諮
雪
と
治
滅
し
、　
一
念
に
便
ち
永
く
三
界
の
苦
輪

を
離
れ
、　
一
超
直
入
如
末
地
。

書
へ
ば
日
出
で
ゝ
衆
闇
泰
く
除
く
、
佛
智
光
を
輝
せ
ば
無
明
の
夜
は
日
に
朗
か
な
り
と
。

昴
命
投
入
が
永
く
忍
上
の
修
り
、
心
亡
じ
身
没
し
て
、
乾
坤
断
破
す
。
身
心
土
を
奉
げ
て
悉
く
昴
命
す
。



融
合

解
腕
と
融
合
は
機
能
致

一
、　
一
柱
の
香
煙
は
忽
ち
に
第

一
義
天
に
昇
り
跡
を
と
ゞ
め
ず
、　
一
掬
の
水
は
大
海
に
投
じ

て
差
別
な
く
、
主
我
急
ち
亡
び
て
、
員
我
に
投
合
し
、
乾
坤
開
い
て
無
限
の
員
心
露
現
。

斯
の
如
き
の
説
明
は
理
に
止
ま
り
て
、
未
だ
心
情
の
妙
味
な
き
は
是
れ
感
情
融
合
の
意
な
ら
ん
や
。
絶
封
と
融
合
の

状
、
数
天
喜
地
、
身
心
融
液
、
不
可
思
議
の
さ
ま
何
を
以
て
か
其
妙
味
を
比
せ
ん
。

春
の
蒲
生
の
櫻
花
は
霞
の
中
に
麗
き
色
と
破
し
き
香
を
嚢
し
て
、
無
情
な
が
ら
天
機
の
妙
を
洩
し
て
融
合
快
楽
の
状

態
を
塁
す
。

紳
↑
」
ゝ
ろ
ｙ
二
味
深
秘
の
奥
室
に
絶
封
無
限
の
精
神
に
融
合
し
微
妙
自
然
の
感
情
身
心
融
液
不
可
思
議
の
（中
）
に

深
秘
の
内
容
に
法
身
の
妙
容
を
感
じ
、
心
情
に
は
紳
盤
と
交
渉
し
融
合
の
妙
感
、
最
麗
し
く
香
は
し
く
、
深
逮
幽
玄
、

ま
た
深
秘
の
前
盤
と
の
交
感
に
よ
り
て
、
聖
胎
佛
種
子
嚢
蒻
し
て
初
め
て
聖
法
子
と
成
る
。

是
深
秘
交
感
融
合
は
宗
教
生
活
の
泉
源
に
し
て
、
員
の
聖
種
薫
嚢
の
○
と
な
り
、　
一
切
活
動
の
原
動
力
と
成
る
。

既
に
融
合
致

一
、
入
我
々
入
、
最
深
の
員
我
の
自
己
と
し
て
は
心
情
い
つ
し
か
韓
じ
、
こ
の
有
篤
の
依
身
の
あ
る
ほ

ど
は
、
八
風
の
お
と
つ
れ
て
喜
怒
哀
業
の
浪
波
な
き
に
あ
ら
ぎ
る
も
忽
ち
韓
ず
る
こ
と
自
在
な
り
。

九
七



九
八

心
情
の
員
我
に
融
合
感
應
せ
る
甚
深
の
内
容
は
深
秘
の
中
の
秘
密
な
れ
ば
決
し
て
他
人
の
窺
ひ
知
る
べ
き
に
非
れ
ど

も
、
教
主
澤
迦
牟
尼
の
内
容
に
充
塞
し
て
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
員
容
は
自
づ
と
表
面
に
嚢
現
し
て
阿
難
を
感
ぜ
じ
め
た
る

容
は
是
れ
元
大
我
の
無
限
の
員
光
動
機
に
外
な
ら
ず
。
す
な
は
ち
、
画
時
世
奪
諸
根
悦
豫
姿
色
清
浄
に
し
て
光
顔
焼
々

た
り
。
時
に
阿
難
は
忽
ち
に
聖
旨
に
感
嚢
せ
ら
れ
て
印
ち
合
掌
し
て
言
く
、

今
日
世
奪
よ
、
青
蓮
の
眸
り
繊
月
の
眉
丹
果
の
居
笑
み
を
含
み
給
ふ
て
餃
雪
の
歯
を
露
は
し
、
諸
根
に
悦
豫
あ

ふ

れ
、
金
の
色
清
か
に
し
て
光
顔
焼
々
た
り
、
明
浄
な
る
鏡
の
影
が
表
裏
に
暢
る
が
如
く
、
威
容
顧
曜
に
し
て
超
絶
し
給

ふ
こ
と
無
量
な
り
、
ま
た
曾
て
御
麗
し
く
殊
勝
な
る
今
日
の
如
く
な
る
を
謄
た
て
ま
つ
り
し
こ
と
あ
ら
ざ
り
き
。
さ
れ

ば
大
聖
我
が
心
に
念
言
す
ら
く
、
今
日
世
奪
は
内
容
に
奇
特
の
法
に
安
住
す
。
世
奪
よ
、
第
子
等
大
聖
を
念
思
し
上
れ

ば
歎
喜
内
に
悦
豫
し
て
自
ら
表
に
現
は
る
ゝ
如
く
、
た
と
え
世
奪
と
い
へ
ど
も
亦
他
の
如
末
を
念
じ
給
ひ
て
其
投
映
の

内
容
が
表
に
露
れ
て
斯
く
は
在
ら
せ
給
ふ
に
非
す
や
。
何
故
ぞ
威
紳
の
光
々
た
る
乃
ち
爾
る
や
と
。
之
は
教
主
牟
尼
奪

の
感
應
し
た
る
阿
爾
に
非
ず
や
。
暖
光
の
流
彩
無
心
に
し
て
十
方
に
朗
か
に
、
阿
蒲
の
内
容
は
絶
封
に
し
て
高
法
を
含

み
法
界
に
周
し
。
心
華
開
く
き
は
執
か
感
せ
ざ
ら
ん
、
執
か
融
合
せ
ざ
ら
ん
。

華
厳
に
如
末
甚
深
境
界
其
量
等
〇

一
功
衆
生
入
而
賞
無
所
入
。



安
立

主
我
超
入
し
て
大
我
の
中
に
融
合
し
た
る
状
態
は
機
能
致

一
、
内
に
非
ず
外
に
非
ず
中
間
に
非
ず
絶
封
無
二
。
是
よ

り
は
大
我
の
中
に
安
立
し
て
表
面
に
は
個
人
な
る
も
内
面
は
絶
封
致

一
。
阿
蒲
の
中
の
自
己
と
し
て
よ
り
従
前
の
自
己

と
は
更
韓
し
て
所
謂
憂
易
の
心
歎
喜
の
光
に
内
容
が
充
さ
れ
不
和
安
穏
に
し
て
自
然
の
霊
幅
感
ず
。
八
風
眼
耳
を
逼
る

と
も
、
内
容
阿
蒲
の
中
に
碇
泊
し
、
六
賊
競
う
て
末
り
て
侵
害
せ
ん
と
欲
す
る
も
阿
爾
の
城
郭
に
安
佳
し
て
怖
る
ゝ
に

足
る
も
の
な
し
。

阿
蒲
に
安
立
せ
る
精
神
不
和
の
霊
稲
歓
喜
と
い
は
ん
か
安
寧
と
い
は
ん
か
、
し
ば
ら
く
喩
を
以
て
其
状
を

の
ぶ
れ

ば
、
印
ち
機
能
致

一
の
状
態
は
、
替
へ
ば
天
の
如
し
仰
げ
ば
い
よ
ノ
ヘ
高
き
が
故
に
。
猶
し
春
日
の
如
し
、
曖
和
に
し

て
能
く
化
育
す
る
が
故
に
。
秋
月
の
如
し
、
清
涼
に
し
て
煩
僣
の
熱
を
除
く
が
故
に
。
猶
し
大
海
の
如
し
、
廣
蕩
と
し

て
無
邊
の
故
に
。
山
王
の
如
し
、
八
風
の
篤
に
動
格
せ
ざ
る
が
故
に
。
雪
山
の
如
し
、
情
操
餃
潔
の
故
に
。
浩
氣
の
如

し
、
新
鮮
な
る
活
氣
を
典
え
ら
る
ゝ
が
故
に
。
猶
し
大
地
の
如
し
愛
惜
な
ぐ
公
不
の
故
に
。
帝
王
の
如
し
、
紳
聖
の
命

令
性
の
故
に
。
判
官
の
如
し
、
情
操
を
判
じ
て
正
義
な
ら
し
む
る
が
故
に
。
浄
水
の
如
し
、
感
情
の
弊
垢
を
洗
除
す
る

が
故
に
。
火
王
の
如
し
、　
一
切
の
垢
質
を
焼
滅
す
る
が
故
に
。
蓮
華
の
如
し
、
世
間
の
汚
泥
に
染
ま
ざ
る
が
故
に
。
大

九
九



一
〇
〇

乗
の
如
し
、　
一
切
を
重
措
と
し
て
生
死
を
出
る
が
故
に
。
虚
杢
の
如
し
、
世
界
に
依
局
せ
ざ
る
が
故
に
。
猶
し
雷
電
の

如
し
、
未
覺
を
発
す
る
が
故
に
。
梵
天
王
の
如
し
、
善
法
に
最
上
の
故
に
。
獅
子
工
の
如
し
、
長
る
ゝ
所
な
き
が
故

に
。
象
王
の
如
し
、
善
調
伏
す
る
が
故
に
。
大
地
の
如
し
、　
一
切
の
功
徳
を
生
ず
る
が
故
に
。
大
宮
殿
の
如
し
、
心
安

住
す
る
が
故
に
。
城
郭
の
如
し
、
六
賊
に
害
せ
ざ
る
が
故
に
。

人
生
の
幸
不
幸
と
歓
喜
光

人
此
世
に
生
れ
此
世
を
し
て
幸
稲
な
ら
し
む
る
と
ま
た
不
幸
な
ら
し
む
る
も
の
は
其
精
神
い
か
ん
に
あ
り
。
人
生
の

快
活
な
る
と
他
は
晴
惜
的
憂
僣
の
方
面
と
を
取
る
あ
り
。
員
の
幸
否
は
外
界
の
周
日
の
境
遇
よ
り
は
寧
ろ
各
人
の
精
神

に
在
つ
て
存
せ
り
。

教
租
澤
奪
王
官
榮
花
の
夢
は
か
え
つ
て
憂
欝
の
動
機
に
し
て
、
三
衣

一
鉢
樹
下
石
上
に
し
て
員
の
幸
語
を
嚢
見
し
た

る
如
き
は
几
人
の
得
て
學
ぶ
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
澤
奪
王
官
に
在
つ
て
深
く
憂
欝
に
耐
え
ざ
り
し
は

五
欲
の
豊
饒
其
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
未
だ
精
神
に
斯
の
光
明
を
嚢
見
せ
ざ
る
が
故
な
り
。
樹
下
石
上
に
於
て
員
の
幸
幅



を
感
じ
た
る
も
ま
た
然
り
。
樹
下
石
上
必
ず
し
も
人
生
の
幸
爾
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
員
の
幸
語
を
得
た
る
は
外
界
に
あ

ら
ず
し
て
精
神
に
於
て
獲
得
し
た
る
な
り
。
澤
奪
心
雲
に
於
て
無
限
の
光
と
永
遠
の
生
命
と
の
中
に
妙
業
世
界
を
嚢
見

し
た
り
。
無
限
の
幸
稲
は
此
永
遠
の
泉
源
よ
り
感
ず
る
こ
と
を
得
。

い
か
に
ｔ
て
光
明
を
得
べ
き
。

人
が
世
に
虚
し
て
成
功
す
る
所
以
の
も
の
は
其
才
能
に
よ
る
が
如
く
、
其
氣
質
に
よ
る
こ
と
ま
た
大
な
り
。
然
る
に

此
氣
質
な
る
も
の
に
人
間
の
性
情
の
不
均
の
調
和
宜
し
き
も
の
は
、
自
か
ら
い
か
な
る
境
遇
に
も
よ
く
安
忍
し
、
周
口

の
人
に
封
し
て
も
郵
重
と
親
切
を
以
て
す
る
な
れ
ど
も
、
其
氣
質
に
よ
り
て
生
得
の
調
和
宜
し
か
ら
ざ
る
も
の
も
、
其

自
己
の
氣
を
如
末
光
明
に
よ
り
て
温
め
ら
れ
て
霊
化
す
る
時
は
氣
品
を
韓
し
て
よ
く
調
和
す
。

光
明
方
面
の
人

光
明
方
面
に
向
い
た
る
精
神
に
は
一
切
世
間
の
事
物
に
封
し
て
一
種
の
歓
喜
光
を
見
出
す
べ
し
。
か
ゝ
る
人
は
い
か

な
る
大
不
幸
の
中
に
も
安
慰
の
光
明
は
心
の
奥
よ
り
放
た
れ
、
ま
た
大
失
敗
の
中
に
も
成
功
の
日
光
映
ぜ
る
あ
り
。
彼

等
の
目
に
ふ
る
ゝ
も
の
は
一
と
し
て
歓
喜
光
を
放
た
ざ
る
な
し
。
不
幸
を
韓
じ
て
幸
爾
と
化
し
失
望
の
間
を
開
き
て
希

望
の
光
と
な
す
も
の
は
蓋
こ
れ
歓
喜
光
な
り
。

一
〇

一



一
〇
二

光
に
向
ふ
人
は
常
に
燦
然
た
る
光
輝
に
輝
き
光
々
た
る
姿
色
容
貌
に
現
は
れ
楡
快
々
活
、
歎
喜
の
光
は
心
中
に
離
る

ゝ
こ
と
な
し
。
い
か
な
る
場
合
に
も
麗
し
き
色
を
憂
ず
る
こ
と
な
く
、
其
心
は
光
明
を
以
て
色
彩
を
飾
れ
り

光
明
に
向
ひ
た
る
人
は
雄
大
に
し
て
快
活
な
り
。
黒
雲
晴
惜
た
る
中
に
も
道
徳
的
光
明
を
認
め
、
た
と
い
眼
前
の
不

幸
に
も
辮
末
の
希
望
を
信
じ
て
快
然
た
り
。
聖
法
然
が
七
十
餘
歳
の
高
齢
に
臨
ん
で
、
一
旦
念
佛
弘
通
の
篤
に
種
々
の

迫
害
に
遇
ひ
土
佐
國
へ
遠
島
せ
ら
る
ゝ
に
臨
ん
で
紳
色
自
若
と
し
て
我
年
末
都
會
の
化
導
す
で
に
久
し
く
邊
部
の
教
化

を
志
し
た
り
き
。
幸
に
し
て
年
末
の
宿
願
を
果
す
も
朝
恩
な
り
と
宣
ひ
し
如
き
、
費
に
快
然
た
る
に
あ
ら
ず
や
。

光
明
に
日
ま
れ
つ
ゝ
あ
る
身
に
は
不
不
と
不
満
の
間
は
容
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
失
望
落
胆
は
夢
に
だ
も
見
る
べ
く
も

な
し
。
ま
こ
と
に
光
明
方
面
に
向
ひ
た
る
人
は
員
の
幸
稲
は
相
件
ひ
て
離
れ
ざ
る
な
り
。



歓

　

喜

　

光

苦
僣
と
罪
悪
と
の
苦
悶
は
思
寵
要
求
の
動
機

種
よ
動帯
一昌
】締
脚
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光
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